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パ リ協定は地球温暖化対策で世界がめざす目標を

次の三つにまとめました。

①長期E3標 |1地球の平均気温上昇を産業革命前の水
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③中期目標■今世紀下半期に温室効果ガスの1人為的
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長期目標として＼国際条約に「 2°⊂未満」と具体的な

1,/菫 了涅
=里

標が言■:]二 ま●た′↑|=IT■ 了了す 丁 |

=l二 _~~  ~1  二_~_ _ _~  _
訴えを受 ,テ 15て ≡壕にも言及 したこと

'ま =襲
崎ですじ

これを受け⊂O P21決定は世界の気象学者らで作る IP
C⊂ (気候変動に関する政府間パネル)に 対 し、 15°⊂上

昇に食い止める温室効果ガス排出経路等についての特別

報告を、2018年に提出するよう招請しました。

この長期目標を達成するための②の中期目標で「早期

に温室効果ガス排出を増から減に逆転Jし たうえ、その

先●の中期目標で「排出中立化」を明記しました。これは＼

森林吸収やC02を 回収貯留する技術 (CCS)な ど人

為的な吸収も活用 しつつ、2050年以降は差 し引きでの人

為的排出をゼ回さらにはマイナスにすることを意味しま

す。この目標は世界が早期に化石燃料依存の社会から卒

業すべきことを意味しており、石油石炭文明に代わる新

しい文明への転換宣言とも評すべきものです。
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パリ協定等のゴ

目標を達成するためには、各国の国別約

束 (排出削減目標や行動)で目標が裏付け

られなければなりません。先進国だけでな

く途上国もこぞって、この国別約束をCO
P21に 提出したのも画期的なできごとで

した。 しかし、提出された国別約束は全体

として 2て未満の長期目標を達成するには

大きく不足 しており、また京都議定書のよ

うな罰則付きの義務化は抵抗が強くてパ リ

協定には盛り込めず、自主目標として条約

事務局が登録簿を作成するにとどまりました。

しかしその代わり、各国は現在の国別約

束を見直し引き上げたものを 5年ごとに提

出して長期目標に比べ十分かの評価を受け

るとともに、それぞれの段階の約束の達成

を保障する国内

措置をとること
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がら長期目標の

達成に向けて各

国の取り組みを

後退させること

なく継続して見

直し、強化 し続

ける仕組みが確

立されたのです。

最初の評価 。見

直しは 2018年
から始められる

ことも決まつて

います。
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